
会議録 
 

会議の名称 平成22年度第5回西東京市健康づくり推進協議会 

 

開催日時 平成23年1月19日（水曜日） 午後1時から2時30分まで 

 

開催場所 西東京市防災センター6階 講座室2 

 

出席者 
玉置会長、内田副会長、志藤委員、石田委員、平田委員、石井委員、池田

委員、高橋委員、大島委員、田中委員 

 

議題 
（1）健康都市宣言の答申について  

（2）健康都市宣言のリーフレット（案）について 

 

会議資料の

名称 

第4回議事録について（資料1） 

健康都市宣言の答申について（資料2、当日資料） 

健康都市宣言リーフレット（案）について（資料3） 

 

記録方法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録

 

会議内容 

 

1 開会 

「市民参加条例」に基づき、本協議会は公開 

傍聴人の参加はなし 

出席委員が過半数のため本協議会は成立 

 

2 議事 

（1）第4回議事録について（資料1） 

修正意見なし、承認 

 

（2）健康都市宣言の答申について（資料2、当日資料） 

○事務局： 

前回の協議会の意見と早稲田大学からの助言により、宣言文、キャッチフレーズ、取組目

標を修正した。宣言文については、市民の行動目標を4つから5つの柱に増やし、文章の整理

をした。キャッチフレーズは、極力短くした。 
取組目標は「私たち」を除き、順番を宣言文に合わせている。また、答申は付帯意見とし

て財源確保についての提案を合わせて行う。 

 

○会長： 

一番の変更部分は4本柱が5本になり、健康把握が先頭にきたことである。 

 

○委員： 



インパクトが強く、非常に西東京市らしくなった。3の「宣言文は時代を超えて後世

において陳腐化することのないもの」の文章は必要かどうか。 

 

○事務局： 

将来にわたってもこの宣言文を使えるようなことを文言に残している。 

 

○会長： 

「陳腐化することのないもの」を「かわることのないもの」に変更する。 

 

○委員： 

答申書2（2）1「みどりや安心して外出できる環境」の意味はわかりづらい。 

 

○事務局： 

健康を人と環境の両方から捉えており、アンケート調査より市民が安心して外出でき

る環境、そこにみどりがあればというのが出ている。その2つを合わせた表現である。 

 

○事務局： 

「豊かなみどり」に変更する。 

 

○委員： 

答申書5（3）医療費の削減による財政効果が期待できるというのは、健診を減らすの

かと思ってしまう。また健康づくり事業基金のイメージはどのようなものか。 

 

○会長： 

医療費の削減というのは、健診などをしっかりやっていれば病気を予防でき医療費が

減るという意味であるが、保健と医療が一緒になって分かりづらい。 

 

○事務局： 

「医療費の削減につながることが期待できるものです」に変更する。 

 

○事務局： 

現在は地域福祉基金を取り崩して健診に充当しているがこれは福祉と衛生が一緒にな

っている。これを保健衛生に特化してつくることにより、健康づくりに対する安定した

財源確保ができる。 

 

○委員： 

スポーツ振興基金は統合されるのか。 

 

○事務局： 

それとは別である。 

 

○会長： 

名目が変わるだけではだめなので、新たにという言葉を入れて、健康づくり事業基金



をかぎかっこに入れたほうがいい。「など」があると分かりづらい。提言なので強くい

ってもよい。 

 

○事務局： 

「設置して」に変更する。 

 

○事務局： 

変更点4箇所 

豊かなみどりや安心して 

宣言文は後世においてもかわることのないものとする 

医療費の削減につながることが期待されます 

新たに「健康づくり事業基金」設置して 

 

○委員： 

答申書3の庁内に横断的な体制をつくることについて期限を切らないとやらないので

はないか。 

 

○事務局： 

来年度には、課長レベルだけでなく、係長レベルの部会をつくる予定である。 

健康都市宣言に伴い、教育計画やスポーツ計画が入っているので、健康づくり推進プ

ランとは別である。 

 

○会長： 

健康都市宣言庁内検討推進委員会を仮の名前でもよいので出すと市民はわかりやすい

のではないか。 

 

○委員： 

体制を決めて発表したほうがよい。 

 

○委員： 

3月6日に健康都市宣言の発表した後、600人位各団体の代表者を集めて健康市民大会

のような市民ひとりひとりの意識をもたせるための大会を企画立案し、実行したほうが

よい。 

 

○会長： 

組織の体制、体系が必要になる 

 

○事務局： 

「庁内に横断的、効果的に推進を図る体制を整え、毎年、西東京市健康づくり協議会

に報告し意見を求めること」に変更する。 

 

○事務局： 

答申については、本協議会の会長である玉置会長から市長に答申をして頂くことになる。



委員の皆様には日時場所を連絡するので同席をお願いしたい。 

 

（3）健康都市宣言リーフレット（案）について（資料3） 

○事務局： 

このリーフレットは宣言時に活用するもので、概要版をイメージしている。作成にあたっ

ては、印刷業者や理事者の意見を聞きながら調整し作成する。また、行政施策については23

年度の予算確定後の5月以降に、改めてリーフレットを作成し全戸配布を予定している。 

 

○委員： 

「毎食、野菜を食べよう」の説明部分にある「野菜の摂取は、栄養バランスを向上さ

せ、生活習慣病予防にもつながります」の「にも」と「地元で生産された野菜や果物等

を地域で消費することは、環境負荷軽減につながります」の「に」に違いはあるのか。 

 

○会長： 

生活習慣病予防だけではないので、「等」を入れて、「も」を除く。運動・スポーツ

のところにある部分も同様に変更する。 

 

○委員： 

1枚目下段「みどりや～大切です」の「大切は」について人事みたいである。 

 

○事務局： 

「豊なみどりや安心して外出できる環境づくりに努めます」に変更する。 

 

○会長： 

最後のページ、関係団体を下にしたほうがいいかもしれない。 

 

○委員： 

宣言文「みどりを身近に～」を「豊なみどりを身近に～」にしたほうがよいか。 

 

○事務局： 

都心に比べては豊かもしれないが、全国的レベルでは決して多い方ではない。みどり

を大事にする意味合いである。 

 

○会長： 

宣言文には「豊かな」は入れない。 

 

（4）その他 

次回は西東京市健康づくり推進プランの21年度の進捗状況の報告と次期プランの策定に向

けて設置した「西東京市健康づくり推進プラン評価検討委員会」の検討結果報告を行う。 

3月に開催する。日程は後日調整する。 

 

 


